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村上太胤（むらかみ たいいん）

昭和 22 年　岐阜県各務原市生まれ。
昭和 31 年　９歳で薬師寺に入山し、故・橋本凝胤師に師事。
昭和 44 年　龍谷大学文学部仏教学科卒業。
昭和 52 年　薬師寺執事に就任。

平成 15 年　薬師寺執事に就任し、現在に至る。
法相宗宗務長、薬師寺岐阜別院住職も兼務。
著書に、『東京原宿辻説法』（佼成出版）、

『薬師寺』（共著、里文出版）など。

第 1914 回例会 金沢 8RC 新年合同例会
１月９日（木）雪　18：00 ～ 20：00　ホテル日航金沢

１．式次第
　加賀鳶木遣り・纏
　点　鐘
　国歌斉唱 ｢ 君が代 ｣
　ロータリーソング ｢ 奉仕の理想 ｣
　ホストクラブ会長挨拶　金沢ＲＣ会長　池田典明
　乾　杯　ＲＩ２６１０地区石川第一分区Ａ　ガバナー補佐　中川哲次
　―　懇　談　―
　ご祝儀　三茶屋芸妓連
　閉会挨拶　次回ホスト金沢東ＲＣ会長　半田隆彦
　ロータリーソング ｢ 手に手つないで ｣
　点　鐘
２．出　欠
　出席　３０名　　欠席　１８名　　出席率　６５.２２％

第 1915 回例会
１月１６日（木）雨　12：30 ～ 13：30　     　松魚亭

１．年男「今年の抱負」
　会員　松本範夫君、中村芳明君
２．出　欠
　出席　　３３名　　欠席　１７名　　出席率　６８．７５％
　ビジター　１名
３．来訪者（敬称略）
　金沢西 RC　　澤田幸壮
４．幹事報告
　・例会終了後、理事会開催
　・米山奨学生・インマンリンさん来会
５．皆出席顕彰
　２５ヶ年　松本範夫君
６．お誕生日祝い（敬称略）
　１２日　小泉幸雄　１４日　吉井　清　１７日　寺岡健一
　２５日　内堀　茂　２７日　金丸雅人　２８日　水巻啓光
７．ご結婚記念日祝い（敬称略）
　１６日　小泉幸雄
８．ニコニコボックス
　奥田君、山上君

小正月（女正月）も終わりました。今年も宜しくお願い
申し上げます。

松本君 ２５ヶ年皆出席顕彰をいただき、ありがとうございます。
本日は、年男「今年の抱負」をお話しさせてもらいます。
本年もよろしくお願いいたします。

魚住君  明けましておめでとうございます。今年も宜しくお願い
致します。

吉井君  お誕生日祝い、ありがとうございます。
小泉君  毎年１月は、私の誕生日、結婚記念日、家内の誕生日と

祝事の三連発です。でも、最近は以下省略になっていま
すので、ロータリーのお祝いは楽しみです。ありがとう
ございます。

水巻君  誕生日プレゼント、ありがとうございました。手足の節々
がコキコキ（古稀）と鳴り始めました。

内堀君  誕生日のお祝い、ありがとうございます。
寺岡君  誕生日のお祝いをいただき、ありがとうございます。
中浦君  １月２日に初孫が誕生しました。名前は、麒一郎です。
油井君  金沢北ロータリークラブ入会して、７年。いろいろと教

えて頂き、ありがとうございました。今後も、北ロータ
リークラブが輝くことをお祈り申し上げます。

魚住君  年忘れ会の作品展より、ニコボックスへ（６６，０００円）
合計９３，０００円（累計２６７，０００円）

理　事　会　報　告
１月 1６日（木）出席者１６名

◆審議事項
　①年忘れ会決算報告
　②退会会員の件　大聖寺谷敏君（一身上の都合により）
　③その他
　　・次年度地区友情交換委員推薦の件は辞退する。

◆その他
　・現代美術展（北國新聞社後援）寄付は、昨年度より中止

第 1916 回例会
１月２３日（木）晴れ　12：30 ～ 13：30　  　松魚亭

１．講　話
　中村記念美術館々長　藪下　宏　氏
　明治の元勲が見た金沢伝楽の茶道具
　―高橋箒庵著「金沢闡秘録」による―
２．出　欠
　出席　３５名　　欠席　１４名　
　出席率　７２．９２％　　ビジター　１名
３．来訪者（敬称略）
　金沢東ＲＣ　諸江賢二
４．ニコニコボックス
　奥田君、山上君

藪下宏様を講師に迎えて。お話を楽しみにしております。
また、今日は久しぶりに、よい天気に恵まれました。　

玉田君  今年初めての例会出席です。今年も宜しく。
金丸君  お誕生日お祝い頂き、ありがとうございました。４３歳

になりました。今後とも、宜しく願いいたします。
中浦君  １月２０日、六角堂本店のボヤ騒ぎには、大変なご迷惑と

ご心配をおかけして、申し訳ございませんでした。防火訓
練をしていたおかげで、初期消火、お客様の誘導・消防署
への連絡がスムーズにでき、大事に至りませんでした。

合計１１，０００円（累計２７８，０００円）

１月クラブ日誌
９日（木） 金沢８ＲＣ新年合同例会 ホテル日航金沢にて

１６日（木） １月定例理事会 松魚亭にて

２３日（木） 次年度理事会 松魚亭にて

1・2月の例会変更のご案内

…………………………………金沢ＲＣ…………………………………
３月１９日（水）休　会

４月９日（水）時間未定　ホテル日航金沢　「観桜会」
………………………………金沢東ＲＣ………………………………

４月１４日（月）１８：３０～金沢スカイホテル　「春の特別例会」
４月２８日（月）休　会

…………………………金沢西ＲＣ…………………………
４月１１日（金）１８：００～　和田屋　「観桜例会」

…………………………金沢南ＲＣ………………………
３月４日（火）１６：００～　ホテル日航金沢　「創立４５周年記念式典」

３月２５日（火）休　会
４月８日（火）時間未定　滝亭　「観桜会」

……………………………金沢北ＲＣ……………………………
３月２０日（木）　休　会

４月１０日（木）１８：３０～　松魚亭　「観桜会」
…………………………香林坊ＲＣ………………………

３月３１日（月）休　会
４月１４日（月）１８：３０～　「観桜会」

……………………………みなとＲＣ……………………………
３月２５日（火）休　会

４月８日（火）１８：００～ゆわく温泉かなや旅館　「観桜夜間例会」

講 話 予 定

２月２０日（木）
慶覚寺　住職　泉　澂　氏

２月２７日（木）
夜間例会

３月６日（木）
石川県木炭組合　組合長　安田宏三　氏

藪下　宏　氏



2013-2014年度国際ロータリーテーマ

Engage Rotary  Change Lives「ロータリーを実践し　みんなに豊かな人生を」
ＲＩ 会長　ロン Ｄ . バートン

2013-2014年度金沢北ロータリークラブテーマ

金沢北ロータリークラブの伝光〜友と友　ご縁をつないで　心豊かに〜
会長　奥田　久雄

【落穂拾いの思い出・仏陀伽耶今昔】
　今から 40 数年前、勤務していた建設会社から
印度駐在を命じられた。私の赴任地は釈尊の苦
行の地であり、釈尊が悟りを得たとされる仏教
の聖地・仏陀伽耶（BODH GAYA）であった。
仏教寺院を建設するための設計・監理者として
最初は 7 か月、半年後から 4 か月、そしてまた
次の年に 3 か月と足掛 4 年を印度の片田舎で過
ごした。
　その時の私は 29 歳、これは単なる偶然で何の
意味もないがゴウタマ・シッダルタと呼ばれた
後の釈尊が、生まれ育った王城（カピラヴァス
トウ・現在はネパール地内）を出て王位や妻子
を捨てて出家したとされる年齢と同じであった。
　仏陀伽耶での日々は長閑なもので一日の仕事
を終えると、地平線に沈んで行く太陽が、今日
はあのヤシの木、明日はその隣のヤシの木と眺
めながら日没時を過ごす日々で、時には周辺の
田圃で行われる稲刈りの様子や、そのあとの近
隣の女たちの「落穂拾い」の様子をミレーの絵
画に描かれた情景や旧約聖書「レビ記」の「･･･
収穫後の落穂を拾い集めてはならない。　･･･ こ
れらは貧しい者や寄留者のために残しておかな
ければならない。」などに思いを巡らせていた。
事実、そのころの仏陀伽耶は貧しく、落穂を拾
い集めていた女達が拾い集めた米は穀物商に渡
し、安価な雑穀に替えて彼らの食としていた。
　あれから 40 年、その後何度か仏陀伽耶を訪れ
ているが、数年前訪れた仏陀伽耶はいつものとお
り懐かしく山（前正覚山）も河（尼連禅河）も
川沿いの道やマンゴー林、その向こうに広がる
田畑も変わらぬ姿で迎えてくれたけれども、聖
地の中心的遺跡は世界遺産に指定され、かつて
仏塔を巡ってチベットの仏教信者たちが修行の
ために五体投地していた砂利道は大理石できれ
いに舗装され、周辺には銀行の支店が幾つも軒
を連ねて街並みができ、簡素なツーリスト・バ
ンガローしかなかった宿泊施設もエレベーター

場での実習や林檎、シイタケ栽培など日本の農
業を学んで帰国した。私との出会いは彼が帰国
して 3 年余り経って彼が旅行社のツアーコンダ
クターとして印度を訪れる日本人グループを案
内して仏陀伽耶を訪れた時だった。彼の学んだ
農業の知識は印度では生かされず、日本で習得
した日本語能力と日本文化の理解のみが生かさ
れる結果となったが、日本に対する敬慕の念は
深く、そのことは今でも折に触れ繰り返し彼の
口から語られる。
　以後、彼の弟 S.S.CHADAH とその家族や彼
らの従兄弟達を含めた人たちとの家族ぐるみの
交流が続き 40 年を超える付き合いとなった。

付のホテルにとって代っているさまを見て、し
ばし浦島太郎になった気分で、私としてはいた
く失望させられた。

【親友 CHADHA さんを訪ねて】
　今回の旅は親しい友人たちと北インドのゴー
ルデン・トライアングルと呼ばれる 3 都市（イ
ンドの首都デリー、タジ・マハールで名高い町
アグラ、砂漠地帯の州都ジャイプール）、そして
最も印度的な光景を見せるヒンズーの聖地ヴァ
ラナシを巡るインドの歴史的スポット（いずれ
も世界遺産に指定されている）街を訪ねる旅
であり、もう一つは 40 年来の旧友であり親友
CHADAH さんを訪ねる旅だった。
　B.S.CHADAH さんは 19 歳の時に農業実習生
として来日し、2 年余りにわたり富山県で電化農

　近年 CHADAH さんは家族のためにデリーの
中心街を離れた閑静な場所にファーム・ハウス
と称して広大な土地を手に入れ、大きな住まい
を新築した。
　夕食に招かれて今回同行した友人たちと彼の
屋敷に到着すると打ち上げ花火が用意されてい
て、しばしの花火ショーと降り注ぐ火の粉の下
で呆気にとられていた。この夜は遅くまで彼の
家族と私たちの訪問に合わせて呼び寄せた彼の
一族との愉快な語らいとインド料理を楽しみ、
最後はみんなで手を取り合って CHADAH さん
の愛唱歌「星影のワルツ」を合唱してお開きと
なった。　　　　　　　　　　　　〈次号に続く〉

印度紀行「摩訶不思議」
会員　吉井　清　

委　員　会　名 統括委員長 副統括委員長 委員長 委　　　　員
奉仕プロジェクト 佃 木 下 ※ 屶網　濵井　魚住

卯野　高岡　横井
森　　合田　松本
木村　深山　小間井
喜多

職 業 奉 仕 内 堀
社 会 奉 仕 木 下
国 際 奉 仕 大 澤
青 少 年 奉 仕 玉 田
財 　 　 　 団 佃
会 員 開 発 安 宅 中 村（實） ※ 向峠　野村　本岡

千原　岡田　　増 強 ・ 選 考 中 村（實）
修 錬 ・ 研 修 安 宅
ク ラ ブ 管 理 運 営 畠 水 巻 ※ 大場　的場　小泉

中村（芳）　高田
馬場　寺岡

例 会 運 営 中 浦
企 　 　 　 画 畠
親 睦 活 動 水 巻
ク ラ ブ 広 報 越 田 松 田

※ 金丸　上月　本多ク ラ ブ 会 報 松 田
ク ラ ブ 広 報 越 田

   ※ は、委員会 secretary

会 長（理事）吉井　清

会長エレクト（理事）勝田浩之

副 会 長（理事）辻　利陽

幹 事（理事）佐賀　務

副 幹 事（理事）中川茂樹

会 計（理事）山上公介

直前会長（理事）奥田久雄

（理事）大村精二

２０１４～２０１５年度　理事・委員会名簿


